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中期経営計画策定のお知らせ 

 

当社は、2007 年度を起点とする３ヵ年の中期経営計画「GC21-07」を策定いたしましたので、

その概要をお知らせいたします。 

 

1. 経営環境について 

わが国経済は、好調な企業収益を背景に景気は緩やかな拡大基調で推移しております。し

かしながら、石油販売業界においては、石油製品需要の減退、原油価格の高止まり、給油所

設備の老朽化など様々な問題を抱えております。 

 

2. 中期経営計画「GC21-07」の基本方針 

現在はエネルギー環境の大きな変動期と捉え、長期的な展望を描ける中期経営計画とし、

最終年度（2009 年度）には ROA（総資産経常利益率）３％達成を目指します。その基本戦略

は次の通りです。 

 

3. 「GC21-07」の基本戦略 

（構造改革） 

当社グループの経営環境の変革期と捉え、既存事業を中心に安定的収益構造を整備したう

えで、各事業のシナジー効果を得られるような新たな事業形態を模索し、環境を見極めたう

えで事業展開してまいります。 

（効率的な組織の構築） 

コーポレートガバナンスの強化、収益力向上を目的とした組織の見直しを実施してまいり

ます。 

（人材育成） 

事業拡大を積極的に推進できるような人材を育成し、人的付加価値を向上させてまいりま

す。 

（顧客満足度の向上） 

顧客ニーズに対応し信頼され「選ばれる企業」を目指します。 



（社員満足度の向上） 

モチベーションを向上させる仕組みを構築し、従業員活力を増加させます。 

（環境保全・社会貢献） 

環境マネジメントシステム等、環境に配慮した経営体制を構築するとともに、様々な形態

で当社グループ拠点周辺にて地域貢献を実施いたします。 

 

4. 事業戦略 

＜石油販売事業＞ 

既存事業の強化として、同業他社の M&A を視野に入れた業容拡大策を展開するとともに、

直営 SS のスクラップアンドビルドを実施し、より効率的な SS 網を構築いたします。 

また今後も変化が予想されるエネルギー市場において、タイムリーに消費者が求めるエネ

ルギーを追求し、安定供給できるような事業展開を図ってまいります。 

石油化学分野においては、需要が期待できる合成樹脂等を中心とし、需要動向を見極め、

加工製品等も積極的に販売してまいります。 

＜外食事業＞ 

市場環境を見極め、着実に新規出店を実施しながら、新たな事業展開を模索いたします。 

＜不動産事業＞ 

安定的な収益源として、賃貸事業に特化した事業形態を維持し、新規物件を継続的に取得

し収益拡大を図ってまいります。 

 

5. 計数目標 

上記戦略に基づき、中期経営計画『GC21-07』の計数目標を下記のように設定しております。 

 

（連結）                                 単位：百万円 

 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度 

売上高 81,193 80,000 85,000 87,000

経常利益 581 580 700 900

 

なお、事業展開に必要な投資については適宜実施してまいります。 

 

6. 配当政策 

石油販売業界は、世界情勢にともなう原油価格の変動や石油製品の需要動向により、将来

の収益予想が立てにくい状況にあります。このような状況下におきましても、当社グループ

は安定配当を基本的な配当政策とし、業績に鑑み配当してまいります。 

 

以 上 


